
議会だより
はまだ

みなさんの暮らしとつながっています。

❖ 

６
月
定
例
会
議
の
報
告

❖ 

市
民
対
談

主な
記事

子
ど
も
の
声
を
大
切
に

す
る
ま
ち
へ

2～9

12.13

5月1日発行 

82Vol.
令和8年 （2026年）

9月1日発行 

❖ 

附
帯
決
議
の
そ
の
後
の
対
応
10

〈
浜
田
の
ま
ち
の
縁
側
〉
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月定例会議では、市長提出議案12件、議会提出議
案1件について審議しました。

　今回の注目議案は、「道の駅」ゆうひパーク浜田の
施設を民間事業者へ無償貸付する議案です。 民間の
ノウハウを生かし、施設の魅力向上や利用者サービス
の充実、地域経済の活性化を図ることを目的として
います。
　また、一般会計補正予算（第2号）は約3億3,805万円

を追加。 主な内容は、物価高対策としてプレミアム付
「はまだ応援チケット」（第5弾）の追加発行（約2億859
万円）、水道未普及地域等物価高騰対策事業（約172万
円）、中東情勢の緊迫化に伴うごみ袋作成経費（約
4,841万円）です。
　このほか、消防ポンプ自動車・小型動力ポンプ付軽
積載車の取得や条例改正などについても審議し、それ
ぞれ議決しました。

6

「道の駅」ゆうひパーク浜田
無償貸付可決

今回はこれが
ポイント！

定 会議例月6
令
和
８
年

再
出
発
へ

　
な
ぜ
15
年
間
？

　
事
業
者
が
安
心
し
て
設
備

投
資
や
テ
ナ
ン
ト
誘
致
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
長
期
の
貸

付
期
間
を
設
け
ま
し
た
。

　
ど
の
よ
う
な
議
論
？

　
施
設
の
再
生
へ
の
期
待
が

あ
る
一
方
、
15
年
間
の
無
償

貸
し
付
け
の
妥
当
性
や
公
共

性
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
施
設
？

　
コ
ン
ビ
ニ
の
導
入
や
地
元

産
品
の
充
実
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
等
、
道
の
駅
と
し
て
の
魅

力
向
上
を
目
指
す
計
画
。
市

民
や
観
光
客
が
利
用
し
や
す

い
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　
計
画
通
り
進
ま
な
い
場
合

は
？

　
毎
年
、
運
営
状
況
や
事
業

計
画
の
実
施
状
況
を
確
認
し

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
事
業

者
と
協
議
し
改
善
を
求
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
再
出
発
は
い
つ
頃
？

　
営
業
開
始
に
向
け
た
準
備

が
進
め
ら
れ
ま
す
。
テ
ナ
ン

ト
確
保
な
ど
契
約
条
件
を
満

た
し
た
後
、
新
た
な
運
営
が

始
ま
る
予
定
で
す
。
市
が
計

画
の
進
捗
を
確
認
し
、
条
件

が
満
た
さ
れ
た
こ
と
を
確
認

し
た
後
に
営
業
開
始
。
新
た

な
に
ぎ
わ
い
創
出
に
期
待
し

ま
す
。

問答問答問答

委
員
会
否
決
後
、
本
会

議
で
可
決
。

　

浜
田
市
の
観
光
や
地
域
振
興
の
拠
点
で
あ
る
「
ゆ
う
ひ
パ
ー

ク
浜
田
」
に
つ
い
て
、
新
た
な
運
営
事
業
者
へ
の
15
年
無
償

貸
し
付
け
が
決
ま
り
ま
し
た
。
施
設
の
再
生
に
向
け
て
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
導
入
や
地
元
産
品
の
販
売
充
実
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
新
た
な
運
営
計
画
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
私
有
財
産
を
長
期
間
無
償
で
貸
し
付
け
る

こ
と
へ
の
考
え
方
や
公
共
性
に
つ
い
て
も
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
性
化
も

期
待
す
る
一
方
、
契
約
条
件
の
履
行
状
況
や
施
設
運
営
に
つ

い
て
、
市
と
議
会
が
継
続
し
て
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

opicsT6月定例会議 01

﹁
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
﹂ 

問答問

答
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定 会議例月6

議案等の賛否の公開
令和8年  6 月 定 例 会 議 市長提出議案 12件　議会提出議案 1件

請願 22件、陳情 3件

議案番号等
議案第44号 財産の無償貸付について（「道の駅」ゆうひパーク浜田） 村木、森谷、足立、川上、小川、笹田15 6

賛成 反　　対議 　 案 　 名 　 等

※請願の賛否については浜田市議会のホームページにて確認ください。

結果は浜田市議会ホームページからご確認ください▶

浜田市議会HP

浜田市議会HP

請願・陳情について審査しました

6月定例会議で賛否が分かれた議案は以下のとおりです。各議員
の賛否や、請願、陳情審査結果などの詳細は、市議会ホームペー
ジをご覧ください。

プ
レ
ミ
ア
ム
付﹁
は
ま
だ
応
援
チ
ケ
ッ
ト
﹂

発
行
事
業
を
可
決

opicsT6月定例会議 02

　
物
価
高
の
中
、
所
得
の
低
い
世

帯
や
高
齢
者
な
ど
、
本
当
に
支
援

が
必
要
な
市
民
へ
公
平
に
行
き
渡

る
制
度
設
計
に
な
っ
て
い
る
か
？

　
す
べ
て
の
市
民
の
家
計
を
支
援

す
る
た
め
、
市
内
在
住
の
全
世
帯

を
対
象
に
販
売
す
る
。
1
次
販
売

期
間
中
は
、
希
望
す
る
全
て
の
世

帯
が
上
限
数
を
確
実
に
購
入
で
き

る
よ
う
、
売
り
切
れ
の
な
い
十
分

な
冊
数
を
用
意
し
、
公
平
性
を
確

保
す
る
。

　
大
型
店
ば
か
り
に
消
費
が
集
中

せ
ず
、
よ
り
多
く
の
市
内
小
規
模

店
舗
が
無
理
な
く
参
加
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
や
、
手
続
き
の
簡
素

化
は
考
え
て
い
る
の
か
？

　
商
品
券
を
す
べ
て
の
取
扱
店
で

使
え
る
「
共
通
券
」
と
、
市
内
に

本
店
が
あ
る
店
舗
限
定
の
「
地
元

応
援
券
」
に
分
け
、
地
域
へ
確
実

に
消
費
が
回
る
仕
組
み
と
す
る
。

登
録
手
続
き
の
簡
素
化
や
手
数
料

軽
減
に
よ
り
、
店
舗
の
参
加
を
促

し
て
い
く
。

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
市
民
生
活
や
地
域
経

済
を
支
え
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

発
行
す
る
事
業
を
実
施
す
る
補
正
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
家
計
の
負
担
軽
減
と
市
内
で

の
消
費
喚
起
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、
商
品
券
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
お
得
に
買

い
物
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
ま
た
、
市
内
事

業
者
の
売
上
向
上
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
、

❖
市
民
に
広
く
行
き
渡
る
制
度
と
な
っ
て
い

る
か

❖
よ
り
多
く
の
市
内
店
舗
が
参
加
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
か

❖
効
果
的
な
周
知
方
法
や
利
用
し
や
す
い
制
度

設
計
に
な
っ
て
い
る
か

❖
一
時
的
な
支
援
だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
の

継
続
的
な
活
性
化
に
つ
な
が
る
か

　

と
い
っ
た
点
を
中
心
に
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

議
会
は
、
物
価
高
騰
に
苦
し
む
市
民
や
事
業

者
へ
の
支
援
は
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、

事
業
の
効
果
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
適

切
な
運
営
と
十
分
な
周
知
を
市
に
求
め
ま
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
決
済
が
増
え
る
中
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
が
苦
手

な
高
齢
者
が
取
り
残
さ
れ
な
い
た

め
の
配
慮
と
周
知
方
法
は
？

　
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
「
紙
の
商
品
券
」
で
の
販
売

を
基
本
と
す
る
。
購
入
券
は
「
広

報
は
ま
だ
」
の
折
込
な
ど
を
活
用

し
て
全
世
帯
へ
確
実
に
届
け
、
購

入
場
所
も
市
内
の
郵
便
局
な
ど
身

近
な
窓
口
を
多
く
確
保
す
る
。

　
一
時
的
な
消
費
喚
起
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
元
店
舗
へ
の
リ
ピ
ー

タ
ー
定
着
な
ど
、地
域
経
済
の「
継

続
的
な
活
性
化
」
に
つ
な
げ
る
た

め
の
戦
略
は
？

　
プ
レ
ミ
ア
ム
分
が
呼
び
水
と
な

り
、
額
面
以
上
の
消
費
が
市
中
に

回
る
大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
で

き
る
。
こ
れ
を
機
に
地
元
店
舗
の

フ
ァ
ン
が
増
え
る
よ
う
、
各
商
店

街
や
事
業
者
の
独
自
セ
ー
ル
な
ど

と
連
動
し
た
支
援
を
検
討
し
て

い
く
。

問答

問答問答

問答
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を問う政市
21人が個人一般質問

　

関
係
人
口
創
出
拡
大
戦
略
に
つ
い

て
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　

関
係
人
口
の
「
数
」
を
追
う
段
階
か

ら
「
関
わ
り
の
質
と
主
体
性
」
を
高
め

る
仕
組
み
づ
く
り
へ
転
換
し
て
い
く
。

　

二
地
域
居
住
促
進
に
つ
い
て
は
。

　

ニ
ー
ズ
を
聞
き
、
資
源
を
活
か
し
て

柔
軟
に
対
応
で
き
る
受
け
皿
づ
く
り
を

進
め
る
。

　

浜
田
を
巣
立
っ
た
若
者
と
の
継
続
的

な
接
点
づ
く
り
の
手
法
は
。

　
「
浜
っ
子
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
ラ
ブ
」
や
「
浜

田
応
援
団
」
に
登
録
し
、Ｐ
Ｒ
や
課
題

解
決
協
力
で
接
点
維
持
に
努
め
る
。

　

石
見
神
楽
を
創
り
出
し
た
ま
ち
と
し

て
神
楽
フ
ァ
ン
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

立
ち
上
げ
て
は
。

　

有
効
な
手
法
の
一
つ
と
し
て
認
識
。

「
夜
神
楽
公
演
」
や
都
市
部
で
の
神
楽

公
演
を
継
続
し
、魅
力
発
信
に
取
組
む
。

都
市
と
地
方
は

人
口
を
シ
ェ
ア
す
る

時
代
に
入
っ
た

都
市
と
地
方
は

人
口
を
シ
ェ
ア
す
る

時
代
に
入
っ
た

西
田 

清
久

　

指
定
避
難
所
に
お
け
る
停
電
対
策
の

現
状
は
。

　

現
在
、
ガ
ソ
リ
ン
式
を
中
心
に
計

78
台
の
発
電
機
を
配
備
し
て
い
る
。

　

今
後
の
整
備
方
針
は
。

　

ガ
ソ
リ
ン
は
長
期
備
蓄
や
災
害
時
の

調
達
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
既
存
機
の

更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
L
P
ガ
ス
式
発

電
機
へ
順
次
転
換
す
る
。

　

L
P
ガ
ス
式
へ
更
新
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
。

　

燃
料
が
劣
化
せ
ず
管
理
も
容
易
な

L
P
ガ
ス
発
電
機
は
、
72
時
間
の
連
続

運
転
が
可
能
で
中
山
間
地
域
の
電
源
確

保
に
有
効
。
停
電
時
も
照
明
や
冷
暖
房

を
稼
働
で
き
る
た
め
、
避
難
所
で
の
熱

中
症
や
低
体
温
症
の
リ
ス
ク
を
軽
減

し
、
避
難
者
の
安
全
を
直
接
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。

A 村
木 

勝
也

QQQ AAAQA

QQQ AA

HAMADA

（一般質問の発言順に掲載しています）

◀
動
画

◀
動
画

避
難
所
停
電
対
策

│
L
P
ガ
ス
式
発
電
機

順
次
導
入

避
難
所
停
電
対
策

│
L
P
ガ
ス
式
発
電
機

順
次
導
入

定 会議例月6

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
人
件
費
補
助

は
、
附
帯
決
議
で
根
拠
と
効
果
の
明
確

化
が
求
め
ら
れ
た
が
、
基
金
を
取
崩
す

経
営
の
ま
ま
で
よ
い
か
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
赤
字
体
質
脱
却

を
伴
走
し
な
が
ら
指
導
助
言
す
る
。

　

赤
字
要
因
の
介
護
保
険
事
業
を
根
本

的
に
見
直
す
考
え
は
。

　

最
長
３
年
を
目
途
に
廃
止
し
、
可
能

な
限
り
早
期
に
対
応
す
る
。

　

出
生
数
急
減
に
よ
り
小
規
模
校
化
が

進
む
中
、
適
正
な
学
び
の
場
を
守
る
た

め
学
校
統
廃
合
を
前
倒
し
で
き
な
い

か
。

　

現
計
画
の
完
了
を
待
た
ず
、
新
た
な

学
校
統
合
計
画
に
前
倒
し
で
着
手
す

る
。　

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
値
上
げ

福
祉
と
学
び
の

再
構
築

福
祉
と
学
び
の

再
構
築

足
立
　
豪

QQQ AA A

◀
動
画

◀動画

6月
個人一般質問一覧
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浜
田
漁
港
の
水
揚
量
や
漁
業
生
産
額

が
減
少
す
る
中
ど
の
よ
う
な
将
来
像
を

描
き
、
水
産
業
振
興
を
進
め
る
の
か
。

　
㈱
三
陽
の
進
出
や
冷
凍
冷
蔵
施
設
整

備
を
契
機
と
し
て
関
係
者
と
連
携
し
な

が
ら
漁
港
の
将
来
像
を
検
討
す
る
。
県

外
船
誘
致
な
ど
を
進
め
、
水
揚
量
の
確

保
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

　
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
誰
が
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、
漁

業
者
や
事
業
者
の
所
得
向
上
に
向
け
た

戦
略
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
市
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、
水
産
業
振
興
を
進
め
る
。
ブ
ラ

ン
ド
化
や
販
路
開
拓
、
輸
出
促
進
に
取

組
、
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
と
所
得

向
上
を
図
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
副
市
長
・
教
育
長
の
市
政
運
営
に
対

す
る
考
え
方

浜
田
漁
港
を
核
と
し
た

水
産
業
再
生
へ
の
挑
戦

浜
田
漁
港
を
核
と
し
た

水
産
業
再
生
へ
の
挑
戦

笹
田
　
卓

市
民
と
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
民
と
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

岡
山 

令
子

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
施
策
に
つ
い
て
庁
内

の
連
携
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
庁
内
で
は
連
携
の
仕
組
み
が
あ
る
。
市

と
し
て
も
心
の
健
康
は
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
で
、
今
後
も
重
点
目
標
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例

は
被
害
者
保
護
に
と
ど
ま
る
の
か
、
啓
発
、

教
育
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
か
。

　
被
害
者
保
護
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

市
民
の
意
識
変
容
に
繋
が
る
よ
う
、
啓
発
、

教
育
も
含
め
条
例
を
策
定
す
る
。

　
自
主
防
災
組
織
が
目
指
す
べ
き
防
災
力

の
到
達
目
標
を
定
め
て
い
る
か
。

　
現
在
は
具
体
的
な
到
達
目
標
を
設
け
て

い
な
い
が
、
自
主
防
災
組
織
の
状
況
を
把

握
す
る
中
で
次
に
何
を
し
て
い
け
ば
よ
い

か
示
せ
る
よ
う
各
団
体
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
く
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
子
ど
も
た
ち
の
体
験
格
差
の
是
正
と
地

域
外
研
修
支
援

QQ AA

QQQ AAA

　
小
規
模
農
家
が
地
域
を
支
え
て
い
る

が
、
支
援
は
あ
る
の
か
。

　
機
械
整
備
支
援
事
業
、
畦
畔
草
刈
作

業
安
全
対
策
事
業
、
農
用
地
保
全
事
業

な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。

　
小
規
模
農
家
は
、
暮
ら
し
や
文
化
地

域
基
盤
で
あ
り
、
効
率
や
規
模
の
経
済

と
は
異
な
る
強
さ
豊
か
さ
が
あ
る
。
小

規
模
農
家
を
守
る
対
象
で
は
な
く
、
地

域
農
業
の
基
盤
と
し
て
支
援
す
る
べ
き

だ
。

　
小
規
模
農
家
の
存
在
は
、
認
定
農
業

者
な
ど
の
担
い
手
と
同
様
に
、
地
域
を

維
持
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も

継
続
的
に
支
援
に
取
り
組
む
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
91
農
業
に
つ
い
て

・
ド
ロ
ー
ン
の
許
認
可
手
続

・
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム

串
﨑 

利
行

QQ AA 小
規
模
農
家
の

支
援
は

小
規
模
農
家
の

支
援
は

市政を問うHAMADA

　
昭
和
42
年
の
周
遊
道
路
整
備
時
に
二

ノ
門
付
近
を
破
壊
。
そ
の
原
因
は
。

　
当
時
、
庁
内
の
連
携
不
足
で
文
化
財

の
認
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
。

　
石
垣
は
崩
れ
た
ま
ま
に
見
え
る
が
。

　
破
壊
前
の
様
相
に
ま
で
復
元
し
た
。

　
米
子
城
や
月
山
富
田
城
は
樹
木
を
伐

採
し
城
内
外
か
ら
の
眺
望
を
回
復
さ
せ

て
観
光
客
が
増
え
て
い
る
。
浜
田
城
も

同
様
な
対
応
で
整
備
す
べ
き
で
は
。

　
ほ
ぼ
全
域
が
保
安
林
で
あ
る
た
め
現

状
で
は
難
し
い
。
国
指
定
史
跡
に
向
け

整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
た
い
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
映
画
ロ
ケ
効
果
の
最
大
化

・
職
業
選
択
の
幅
を
拡
げ
る
理
数
教
育

の
重
要
性

・
県
外
中
学
校
へ
の
進
学

・
中
央
図
書
館
の
課
題

・
横
断
歩
道
の
白
線
補
修

大
谷
　
学

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
県
史
跡

浜
田
城
の
整
備
を

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
県
史
跡

浜
田
城
の
整
備
を

QQQ AAA

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画
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ゴ
ル
フ
場
廃
止
に
よ
る
地
域
へ
の
影

響
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

令
和
6
年
の
利
用
者
は
約
3
4
、

0
0
0
人
、
従
業
員
約
30
人
で
あ
り
、

転
用
さ
れ
れ
ば
皆
減
と
な
る
。
食
材
納

入
や
利
用
者
の
市
外
流
出
な
ど
地
域
経

済
へ
の
影
響
は
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

計
画
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　

固
定
資
産
税
収
入
や
工
事
需
要
が
見

込
ま
れ
る
。
一
方
で
飲
食
や
宿
泊
等
の

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
の
縮
小
も
懸

念
さ
れ
効
果
は
限
定
的
と
認
識
し
て
い

る
。

　

住
民
と
の
対
立
や
将
来
の
行
政
負
担

と
再
エ
ネ
推
進
と
の
均
衡
を
ど
う
考
え

る
の
か
。

　

市
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

は
必
要
で
あ
る
が
災
害
や
設
備
撤
去
な

ど
将
来
の
行
政
負
担
を
防
ぐ
た
め
事
業

者
責
任
の
明
確
化
や
制
度
の
構
築
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

再
エ
ネ
推
進
と

浜
田
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

廃
止
の
損
失

再
エ
ネ
推
進
と

浜
田
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

廃
止
の
損
失

沖
田 

真
治

　

教
員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
は
。

　

令
和
７
年
度
は
、
小
学
校
31
時
間
、

中
学
校
約
45
時
間
で
あ
り
、
減
少
傾
向

で
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
時
間
外

勤
務
が
多
い
。

　

教
員
の
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
状
況

は
。

　

島
根
県
内
に
お
け
る
公
立
学
校
の
精

神
疾
患
に
よ
る
休
職
者
数
は
、
令
和
２

年
度
が
36
人
、
令
和
６
年
度
は
38
人
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
教

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
市
役
所
職
員
の
多
数
の
退
職
に
伴
う

体
制
整
備
と
今
後
の
行
政
運
営

・
イ
ラ
ン
情
勢
に
お
け
る
市
へ
の
影
響

教
員
の

処
遇
改
善
に
向
け
て

今
田 

実
延

　

退
職
者
の
退
職
理
由
の
把
握
状
況
は
。

　

他
業
種
へ
の
挑
戦
、家
庭
の
事
情
の
ほ

か
職
場
等
の
ス
ト
レ
ス
を
挙
げ
る
声
も

あ
り
、把
握
に
努
め
て
い
る
。本
音
ま
で

深
く
把
握
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。

　

影
響
力
の
あ
る
立
場
か
ら
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
。

　

社
会
的
影
響
力
の
あ
る
立
場
や
職
務

上
の
優
位
性
を
背
景
と
し
た
、業
務
の
適

正
な
範
囲
を
逸
脱
し
た
威
圧
的
な
過
度

な
要
求
は
、職
員
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、心

身
の
健
康
を
脅
か
す
だ
け
で
な
く
、行
政

の
公
正
・
公
平
な
執
行
を
妨
げ
る
極
め
て

深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

給
食
に
お
け
る
地
産
率
は
。

　

食
材
納
入
業
者
26
社
の
内
、
市
内
業

者
が
22
社
で
、
84
％
を
占
め
て
い
る
。

浜
田
産
食
材
利
用
率
に
つ
い
て
は
令
和

７
年
度
で
52
％
で
あ
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
外
部
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
戦
略
的
活
用

市
職
員
大
量
退
職
と

危
機
管
理
は

市
職
員
大
量
退
職
と

危
機
管
理
は

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

遠
藤 

祐
之

QQQ AA

QQ A

QQ AAQA

A

A

定 会議例月6

　

現
在
、
ヘ
ル
パ
ー
等
介
護
職
員
や
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
不
足
し
、
こ
の
状

況
が
継
続
す
る
と
介
護
現
場
は「
破
綻
」

し
多
数
の
介
護
難
民
発
生
が
危
惧
さ
れ

る
。
介
護
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
。

　

将
来
の
介
護
人
育
成
の
た
め
小
中
学

生
対
象
に
介
護
現
場
で
の
実
習
先
提

供
、「
介
護
人
材
・
定
着
対
策
事
業
補

助
金
制
度
」
な
ど
に
加
え
、
資
格
取
得

に
対
し
経
済
的
負
担
軽
減
も
図
っ
て
い

る
。

　

D
X
を
活
用
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
」
推
進
の
取
組
は
。

　

患
者
の
満
足
度
、
看
護
師
研
修
、
シ

ス
テ
ム
の
安
定
性
等
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
取
組
を
強
化
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン

の
活
用
に
よ
る
医
療
マ
ー
ス
の
実
証
実

験
視
察
で
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
人
事
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト　
他

安
心
の
地
域
医
療
・

福
祉
へ
挑
戦

安
心
の
地
域
医
療
・

福
祉
へ
挑
戦

川
神 

裕
司

QQA A

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画
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国
の
新
た
な
財
産
貸
付
制
度
に
よ
る

運
営
を
目
指
す
、「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜

田
」
に
つ
い
て
、
優
先
交
渉
権
者
の
事

業
者
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
市
や

市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

市
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
運
営
さ
れ

る
15
年
間
は
施
設
の
維
持
管
理
費
や
修

繕
費
は
事
業
者
の
負
担
と
な
り
、
市
の

財
政
負
担
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
。ま
た
、

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た

柔
軟
な
施
設
運
営
が
可
能
と
な
る
こ
と

な
ど
が
あ
る
。
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
人

気
の
飲
食
店
誘
致
や
産
直
市
の
充
実
、

地
元
団
体
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
に
取
り
組
み
、
に
ぎ
わ
い
創
出

や
利
便
性
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
な
ど

と
考
え
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
へ
の
支
援
拡
充

・
市
内
企
業
へ
の
支
援
・
助
成　
他

ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
の

新
た
な
運
営
メ
リ
ッ
ト
は

ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
の

新
た
な
運
営
メ
リ
ッ
ト
は

佐
々
木
豊
治

　

市
と
し
て
の
統
廃
合
方
針
に
つ
い

て
、
市
民
か
ら
方
向
性
が
見
え
な
い
と

の
声
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

市
内
全
小
中
学
校
を
対
象
に
、
新
た

な
学
校
統
廃
合
計
画
検
討
の
た
め
今
月

学
校
統
合
計
画
審
議
会
に
諮
問
し
た
。

　

行
政
と
し
て
、
い
つ
、
ど
の
段
階
で

方
針
を
示
す
の
か
。

　

令
和
９
年
度
に
は
答
申
を
受
け
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
整
理
で
き
た
部
分

か
ら
中
間
答
申
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ

き
と
の
意
見
も
出
て
い
る
。

　

市
と
し
て
特
認
校
制
度
化
を
ど
う
位

置
付
け
て
い
る
の
か
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
選
択
肢
を
広

げ
る
う
え
で
、
意
義
の
あ
る
制
度
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
学
校
統

合
審
議
会
に
お
い
て
適
正
配
置
を
審
議

し
て
お
り
、
特
認
校
制
度
に
つ
い
て
も

議
論
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

学
校
統
廃
合
に

関
連
し
た
諸
課
題

川
上 

幾
雄

ワ
ク
チ
ン
接
種

に
対
す
る
リ
ス
ク
の
情
報

ワ
ク
チ
ン
接
種

に
対
す
る
リ
ス
ク
の
情
報

花
田
　
香

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
実
績

は
。

　

特
例
臨
時
接
種
か
ら
定
期
接
種
へ
と

移
行
し
、
年
々
接
種
人
数
は
減
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
死
亡
や
重
篤
な

後
遺
症
の
状
況
は
。

　

県
か
ら
の
報
告
は
受
け
て
お
ら
ず
、

該
当
は
な
い
。

　

個
人
的
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

死
亡
疑
い
や
今
も
な
お
続
く
後
遺
症
の

情
報
は
入
っ
て
い
る
が
、
副
反
応
の
相

談
、
健
康
被
害
救
済
制
度
の
申
請
・
認

定
は
。

　

認
定
は
な
い
が
案
内
は
適
切
に
行
っ

て
い
る
。

　

市
民
に
対
す
る
情
報
提
供
と
相
談
体

制
の
充
実
は
。

　

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
情
報
収

集
・
提
供
を
行
う
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

QA

Q

QQQQ

QQ AA

AAAA

A

市政を問うHAMADA

　

防
災
無
線
が
聞
こ
え
に
く
い
地
域
も

あ
る
中
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
、
情
報

伝
達
や
現
場
確
認
に
生
か
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
の
か
。

　

被
害
状
況
の
確
認
、
要
救
助
者
の
捜

索
、
物
資
輸
送
な
ど
に
有
効
と
し
、
民

間
事
業
者
と
連
携
し
て
対
応
す
る
。

　

訓
練
の
状
況
と
、
今
後
ど
の
よ
う
に

実
用
性
を
高
め
て
い
く
の
か
。

　

令
和
２
年
度
に
２
回
、
令
和
５
年
度

に
１
回
、
令
和
６
年
度
に
１
回
の
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
訓
練
を
重

ね
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

観
光
を
支
え
る
財
源
と
し
て
宿
泊
税

を
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

導
入
を
前
提
に
す
る
の
で
は
な
く
、

観
光
の
将
来
像
や
財
源
、
事
業
者
の
理

解
を
踏
ま
え
な
が
ら
研
究
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
全
庁
的
な
ド
ロ
ー
ン
活
用
の
体
制

・
宿
泊
税
の
使
途
と
制
度
設
計

防
災
と
観
光
の

基
盤
強
化

西
田 

一
平

QAQAQA

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画
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市
長
と
職
員
の
対
話
の
現
状
は
。

　

現
場
の
最
前
線
に
い
る
若
い
職
員
と

言
葉
を
交
わ
す
対
話
の
機
会
は
、
十
分

に
確
保
で
き
て
い
な
い
。
未
来
の
市
政

を
担
う
若
い
職
員
が
何
を
考
え
、
ど
ん

な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
、
彼
ら

の
新
鮮
な
発
想
や
生
の
声
に
直
接
触
れ

る
機
会
を
ぜ
ひ
持
ち
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

職
員
同
士
の
対
話
の
現
状
は
。

　

政
策
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

複
数
の
部
署
が
連
携
し
、
各
専
門
性
や

現
場
の
知
見
を
持
ち
寄
り
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
職
員
が
安
心
し
て
意
見
を

述
べ
、
立
場
や
役
職
に
と
ら
わ
れ
ず
に

率
直
に
議
論
で
き
る
組
織
風
土
を
築
く

こ
と
が
、政
策
の
質
を
高
め
、市
民
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。 市

長
と
若
手
職
員
と
の

対
話
の
機
会
を

市
長
と
若
手
職
員
と
の

対
話
の
機
会
を

戸
津
川
美
二

QQ AA

　

若
者
が
「
帰
っ
て
き
た
い
」「
住
み

続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　

住
宅
や
雇
用
の
充
実
に
加
え
、
子
ど

も
た
ち
が
地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育

む
教
育
を
重
視
す
る
。
地
域
の
自
然
・

産
業
・
文
化
に
触
れ
る
学
び
を
充
実
さ

せ
、進
学
や
就
職
で
市
外
へ
出
た
後
も
、

浜
田
と
関
わ
り
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
る
。

　
「
村
を
育
て
る
学
力
」
の
理
念
を
実

践
す
る
た
め
、地
域
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
活
動
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

　

学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
と
連
携
し
、
子
ど
も
た

ち
が
主
体
的
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
る
。

　

地
域
活
動
へ
の
子
ど
も
や
保
護
者
の

参
加
が
少
な
い
。
対
策
は
。

　

現
状
を
調
査
・
分
析
し
、
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
や
活
動
内
容
の
充
実

に
努
め
る
。

若
者
が
育
つ

地
域
づ
く
り

岡
本 

正
友

　

令
和
７
年
度
末
に
管
理
職
を
含
む
早

期
退
職
者
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
影

響
は
。

　

人
員
不
足
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
人
員
配
置
で
対
応
。
組

織
運
営
上
の
リ
ス
ク
は
後
任
育
成
と
引

継
ぎ
に
万
全
を
期
す
る
。

　

退
職
理
由
の
把
握
・
分
析
と
職
場
環

境
の
改
善
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

　

面
談
や
調
査
で
要
因
の
把
握
と
分
析

に
努
め
、
職
員
が
健
康
で
長
く
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
整
備
に
つ
な
げ
る
。

　

組
織
と
し
て
職
員
を
守
り
抜
く
体
制

が
重
要
と
考
え
る
が
市
長
の
認
識
を
問

う
。

　

職
員
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
最
優
先

の
経
営
課
題
で
あ
る
。
職
員
が
負
担
に

感
じ
る
行
為
は
一
切
容
認
す
る
考
え
は

な
い
。
安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り

に
向
け
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
む
。

安
心
し
て

働
け
る
職
場
環
境
へ
の

改
善
を
急
げ

安
心
し
て

働
け
る
職
場
環
境
へ
の

改
善
を
急
げ

小
川 

稔
宏

QQQ

QQQ

AAA

AAA

定 会議例月6

　

市
職
員
が
避
難
所
に
来
れ
な
い
場
合

の
、
住
民
に
よ
る
避
難
所
開
設
・
運
営

な
ど
は
、
実
際
の
災
害
時
の
備
え
と
し

て
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
が
。

　

災
害
時
に
職
員
が
速
や
か
に
行
く
こ

と
が
難
し
い
場
面
も
考
え
ら
れ
る
。
避

難
所
の
開
設
か
ら
運
営
の
流
れ
が
分
か

る
お
助
け
バ
ッ
グ
を
活
用
し
た
訓
練
も

効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

防
災
士
資
格
取
得
の
た
め
の
市
の
補

助
対
象
は
地
域
推
薦
と
な
っ
て
い
る

が
、
自
主
的
に
資
格
取
得
を
希
望
さ
れ

る
方
も
、
条
件
を
付
け
て
補
助
対
象
に

で
き
な
い
か
。

　

自
主
的
に
資
格
取
得
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
防
災
・
減
災
を
進
め
る
上
で
心

強
い
存
在
で
あ
る
。
希
望
者
も
増
え
て

お
り
、
地
域
防
災
力
の
向
上
の
観
点
か

ら
、
防
災
士
養
成
研
修
受
講
料
等
の
補

助
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
補
助

条
件
な
ど
制
度
設
計
を
検
討
す
る
。

地
域
主
体
に
よ
る

防
災
・
減
災
の
推
進
を

地
域
主
体
に
よ
る

防
災
・
減
災
の
推
進
を

柳
楽
真
智
子

QQ AA

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画
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森
谷 

公
昭

　

人
口
減
少
で
危
機
的
な
状
況
に
あ

り
、
新
市
長
と
し
て
ど
う
市
政
を
進
め

る
の
か
。

　

市
の
活
性
化
に
向
け
、
地
域
資
源
を

い
か
し
そ
の
価
値
を
高
め
、
市
民
の
英

知
を
結
集
し
取
り
組
み
た
い
。

　

ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
を
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
、
人
が
集
う
拠
点
と
し
て
ど
う
進
め

る
の
か
。

　

ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
は
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
、
事
業
者
の
発
想
を
生
か
し

賑
わ
い
施
設
と
し
て
整
備
し
た
い
。

　

三
桜
跡
地
、
駅
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
な
ど
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
、
拠

点
施
設
整
備
も
含
め
８
年
度
中
に
方
向

性
を
出
し
た
い
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
体
制
、
健
康
、

介
護
予
防
・
高
齢
者
福
祉
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

市
の
元
気
づ
く
り
英
知
を

集
め
し
っ
か
り
進
め
よ

市
の
元
気
づ
く
り
英
知
を

集
め
し
っ
か
り
進
め
よ

芦
谷 

英
夫

QQQ AAA

　

回
覧
板
を
回
す
の
に
、
ラ
イ
ン
を
併

用
す
れ
ば
、
次
に
回
す
わ
ず
ら
わ
し
さ

も
な
く
な
り
、
ゆ
っ
く
り
読
め
る
の
で

は
な
い
か
。

　

自
治
会
の

デ
ジ
タ
ル
活

用
に
つ
い
て

は
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え

検
討
す
る
。

　
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
は
燃
え
る
ご
み
に
出
し
て
も
違
反

で
は
な
い
」
の
で
は
な
い
か
。

　

市
民
に
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
、
広

報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど

を
通
じ
て
引

き
続
き
周
知

し
て
い
く
。

回
覧
板
に
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
ら

回
覧
板
に
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
ら

QQ AA

市政を問うHAMADA

　

ど
の
よ
う
な
認
識
と
判
断
の
も
と
で

今
回
の
議
案
の
提
案
を
行
っ
た
の
か
。  

　

産
業
建
設
委
員
会
と
の
対
話
を
重
ね

計
画
内
容
の
精
査
や
修
正
を
進
め
て
き

た
。 

市
と
し
て
は
、現
時
点
で
は
本
事

業
計
画
を
も
っ
て
、事
業
実
施
に
向
け

た
準
備
が
整
っ
た
も
の
と
し
、市
有
財

産
無
償
貸
付
締
結
議
案
の
提
出
を
判
断

し
た
。

　

今
後
、重
要
な
公
共
施
設
事
業
を
進

め
る
に
当
た
り
、委
員
会
と
の
情
報
共

有
の
あ
り
方
は
。

　

公
共
性
の
高
い
重
要
な
施
設
の
運
営

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、議
会
と
の

情
報
共
有
や
意
思
疎
通
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。 

重
要
事
業
の
推
進

に
あ
た
り
、適
切
な
時
期
に
説
明
と
報

告
を
し
、対
話
を
重
ね
な
が
ら
透
明
性

の
高
い
事
業
運
営
、市
政
運
営
に
努
め

る
。

村
木 

勝
也

QQA A
質
問
者

◀
動
画

◀
動
画

　浜田市議会において令和4年6月から導入しました。 個人一般質問と異なり、
委員会を代表する議員が委員会の総意として質問します。 3つの常任委員会の
専門性を生かし、委員会の行政視察や調査・研究を踏まえた、多角的な視点から
の質問ができ、より厚みのある政策提案につながることが期待されます。

委員会
代表質問ことば

議会

Q&A

産業建設委員会
重
要
事
業
の
推
進
と

委
員
会
協
議
の
あ
り
方 ◀

動
画

会代表質問委員
委員会の総意を

質問！

令
和
6
年
12
月
定
例
会
議
以
来
の

5
回
目
の
産
業
建
設
委
員
会
代
表
質
問
で
す
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ことば
議会

Q&A

議案（予算など）に
対して、議会として
の意見や要望を表
明する決議です。

附帯決議

〈
テ
ー
マ
〉 

防
災
と
避
難
行
動
計
画

〈
テ
ー
マ
〉 
子
ど
も
や
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
困
り
ご
と

〈
テ
ー
マ
〉 

100
年
先
に
残
し
た
い
浜
田
の
食

総
務
委
員
会 

文
教
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

　
総
務
委
員
会
で
は
、現
在
調
査
研
究
を
進
め
て

い
る「
防
災
と
避
難
行
動
計
画
」に
つ
い
て
ご
意
見

を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、各
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
の
活
動
状
況
や
実
際
の
避
難
行
動
に
お
け
る

課
題
、市
の
防
災
対
策
に
対
す
る
様
々
な
ご
意
見

や
ア
イ
デ
ア
等
を
い
た
だ
き
、大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　
各
地
域
で
は
、避
難
訓
練
の
実
施
や
要
支
援
者

の
見
守
り
な
ど
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る

一
方
で
、組
織
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、訓
練
の

マ
ン
ネ
リ
化
と
い
っ
た
課
題
や
過
疎
地
域
な
ど
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
避
難
計
画
の
必
要
性
や
、マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
普
及
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

活
用
促
進
、デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
用
い
た
情
報
共
有

な
ど
、参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ご
提
案

も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
多
く
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、委

員
会
と
し
て
、市
民
の
皆
様
が
安
全
に
避
難
で
き
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
防
災
体
制
の
構
築
に
向
け
て

協
議
を
重
ね
、よ
り
実
効
性
の
あ
る
防
災
対
策
と

な
る
よ
う
市
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
井
戸
端
会
で
は
、子
ど
も
や
高
齢
者
の
暮

ら
し
に
関
す
る
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。特
に
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、免
許

返
納
後
の
通
院
や
買
い
物
へ
の
不
安
、バ
ス
停
ま
で

の
移
動
、敬
老
乗
車
券
や
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
利
用
し
に
く
さ
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。子
ど
も
に
関
し
て
は
、少
子
化
に
よ
る
遊
び
や

　
ボ
べ
飯
、鯖
の
い
り
焼
き
、お
ま
ん
寿
司
、鯖
寿
司
、

角
ず
し
、み
り
ん
干
し
、赤
天
、フ
キ
、タ
ケ
ノ
コ
、米
、

い
ち
じ
く
、ぶ
ど
う
、手
作
り
味
噌
、鮎
、う
な
ぎ
な

ど
、浜
田
の
海
・
山
・
川
の
恵
み
に
支
え
ら
れ
た
多
く

の
食
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
郷
土
食
や
地
域
産
品
が
挙
げ
ら
れ
た

一
方
で
、そ
れ
ら
を
支
え
る
生
産
現
場
や
担
い
手
、

自
然
環
境
を
守
ら
な
け
れ
ば
、将
来
へ
継
承
し
て
い

く
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会
と
し
て
は
、浜
田
の
食
を
守
る

こ
と
は
、海
・
山
・
川
の
資
源

を
守
る
こ
と
で
も
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。今
後

も
、海
や
山
に
関
す
る
事
業

を
は
じ
め
、地
域
の
産
業
基

盤
を
支
え
る
取
組
に
力
を

入
れ
、浜
田
の
食
文
化
が

100
年
先
に
も
続
く
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

いただいた
意見への回答

テーマに
ついて

1地域井戸端会
ページ
▼

　

令
和
８
年
度
浜
田
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯

決
議
と
し
て
２
つ
の
予
算
に
つ
き
議
会
と
し
て
説
明
と
今

後
の
取
組
を
求
め
ま
し
た
。

❶
社
会
福
祉
協
議
会
の
収
入
状
況
の
内
訳（
介
護
保
険
事

業
の
大
幅
な
赤
字
）、地
域
福
祉
基
金
の
推
移
に
つ
い
て
、

ま
た
人
件
費
補
助
の
状
況
、そ
の
補
助
に
つ
い
て
の
積
算

根
拠
及
び
事
業
効
果
の
明
確
化
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、赤
字
業
務
で
あ
る
介
護
保
険
事
業
か
ら
の
速
や

か
な
撤
退
を
含
む
事
業
の
整
理
・
統
合
な
ど
効
率
的
な
事

業
運
営
に
向
け
た
見
直
し
が
示
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

議
会
と
し
て
附
帯
決
議
が
外
さ
れ
、以
後
、予
算
の
執
行
が

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

❷
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
に
つ
い
て

　
運
営
業
務
委
託
料
の
増
額
分
に
つ
い
て
以
下
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
３
種
12
名
分
、課
長
１
名
分
の
人
件
費
、事
務
員
１
名

分
の
人
件
費
、事
業
費
・
事
務
費
が
示
さ
れ
ま
し
た
。相
談

支
援
体
制
、地
域
ケ
ア
会
議
の
運
営
状
況
及
び
訪
問
活
動

等
の
実
績
整
理
と
事
業
評
価
の
提
出
も
求
め
ま
し
た
が
、

適
切
に
評
価
さ
れ
、実
績
に
基
づ
く
報
告
が
あ
が
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

特
に
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強

化
に
向
け
た
運
営
方
針
及
び
成
果
指
標
が
明
確
化
さ
れ

た
こ
と
で
、附
帯
決

議
を
外
す
こ
と
を
議

会
と
し
て
採
決
す
る

こ
と
と
な
り
、予
算

の
執
行
を
行
う
事
と

な
り
ま
し
た
。

附
帯
決
議
の
そ
の
後
の
対
応

学
び
の
機
会
の
減
少
、学
校
統
廃
合
や
部
活
動
地

域
移
行
へ
の
不
安
、放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
を
求

め
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、高
齢
者
の
見
守
り

や
相
談
体
制
、医
療
・
介
護
人
材
の
確
保
な
ど
も
重

要
な
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、今
後
の
委
員
会
活

動
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

浜田市議会主催の地域井戸端会にご参加いた
だきありがとうございました。28の会場で、
延べ195人の市民の皆さまの意見を伺うことが
できました。ご意見に対し、総括を以下のと
おりお知らせします。
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2年連続で全国第2位!!
稲田大学デモクラシー創造研究所が毎年行
う議会改革度調査において、浜田市議会が

2024年に続き、全国第2位という高い評価をいた
だきました。 これは全国1,788自治体議会のうち、
回答のあった1,372議会の中でのランキングです 。 
　今回の調査では、単なる環境整備にとどまらず、
戦略や計画に基づいた「地域経営に貢献する議
会活動」が重視されました。 浜田市議会は、特に
政策力の強化分野で前年の16位から2位へと大
幅に順位を上げ、総合2位の原動力となりました。 
　引き続き住民福祉の増進につながるよう議会
の改革を進めていきます。

政策をつくる力（政策力の強化）  01
議会で生成AIを活用。 また、市の事業が正しく行われているか
を厳しくチェックする「事務事業評価」を本格的に進めました。 

全国第2位！

全国第10位！

全国第17位！

市民と一緒に歩む力（主権者の参画）  02
小学生が議場で浜田市の未来を提案する発表会や 、市内28
箇所での「地域井戸端会」、スマホで読める「議会だよりmini」
など、身近な議会づくりが評価されています。

チーム議会の底力（議会機能の強化）  03
災害時でも議会の機能を止めない「議会BCP」の策定や 、
オンラインでの委員会開催など、 最先端の仕組みを取り入れ
ています。

端井戸会を
開催しました!

地域

総
務
委
員
会 

文
教
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

　
地
域
井
戸
端
会
で
は
、様
々
な
ご
意
見
や
ご
提

案
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
の
解
消
や
防
災
行
政

無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
適
切
な
配
置
、防
犯

カ
メ
ラ
の
増
設
と
管
理
・
運
用
の
明
確
化
、市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
や
す
さ
改
善
や
L
I
N
E

を
活
用
し
た
緊
急
情
報
の
通
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
、安
心
安
全
な
暮
ら
し
や
情
報
発
信
に
関

す
る
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、こ
れ
ら
は
市
民
生
活

や
市
政
運
営
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、地
域
支
え
合
い
支
援
事
業
の
要
件
緩
和

　
自
由
意
見
で
は
、空
き
家
活
用
や
観
光
・
地
域

資
源
の
活
用
、歴
史
・
文
化
の
継
承
、学
校
教
育
や

地
域
と
の
連
携
、若
者
の
定
住
に
つ
な
が
る
雇
用

づ
く
り
な
ど
、地
域
の
将
来
に
向
け
た
提
案
を
多

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、ご
み
や
自
治
会
運

営
、草
刈
り
な
ど
日
常
生
活
に
関
わ
る
課
題
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
文
教
厚
生
委
員
会

の
所
管
外
の
内
容
に
つ

い
て
も
、関
係
部
署
や

他
委
員
会
と
共
有
し
、

市
民
の
声
を
市
政
へ
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
整
備
や
支
障
木
対
策
等
の
生
活
基
盤
に

関
す
る
こ
と
、観
光
資
源
の
活
用
、農
林
水
産
業

の
振
興
、地
域
活
性
化
及
び
人
口
減
少
対
策
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、浜
田
市
の

将
来
に
深
く
関
わ
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。産
業
建
設
委
員
会
と
し
て
は
、

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
と
地
域
産
業
の
振
興
、観

光
を
通
じ
た
交
流
の

拡
大
を
大
切
な
柱
と

し
、引
き
続
き
調
査
・

検
討
を
進
め
、将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な

浜
田
市
の
実
現
を
目

指
す
よ
う
執
行
部
に

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

いただいた
意見への回答

自由意見に
ついて

2

浜田市議会ニュース るよみま

地域経営のための議会改革度調査2025にて

早
ここが
 評価！

ここが
 評価！

ここが
 評価！

や
ま
ち
づ
く
り
総
合
交
付
金
の
継
続
と
い
っ
た

地
域
活
動
へ
の
支
援
、空
き
家
対
策
と
移
住
定
住

の
促
進
、買
い
物
支
援
や
利
用
者
へ
の
タ
ク
シ
ー

助
成
・
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
検
討
な
ど
地
域
交
通
・

生
活
支
援
に
関
す
る
ご
要
望
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
多
岐
に
わ
た
る
ご
意
見
に

つ
き
ま
し
て
は
、総
務
委
員
会
と
し
て
真
摯
に
受

け
止
め
、関
係
各
署
へ
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

今
後
の
議
会
活
動
や
市
政
へ
の
提
言
に
し
っ
か
り

と
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
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子
ど
も
の
声
を
大
切
に
す
る
ま
ち
へ

～﹁
浜
田
の
ま
ち
の
縁
側
﹂20
年
の
歩
み
と
︑ 

こ
ど
も
の
権
利
条
例
へ
の
思
い
～

　

2
0
0
4
年
に
開
設
さ
れ
た
「
浜
田
の
ま
ち
の
縁
側
」
は
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
と
し
て
20
年
以
上
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
遊
び
、
人
と
関
わ
り
な
が
ら
育
つ
環
境
づ
く
り
を
地
域
と
と

も
に
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
20
年
の
歩
み
と
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
浜
田
市

こ
ど
も
の
権
利
条
例
へ
の
思
い
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー　

戸
津
川
美
二
・
岡
山
令
子
】

﹁
ご
近
所
力
﹂の
大
切
さ
を
実
感

し
た
こ
と
が
始
ま
り

│「
浜
田
の
ま
ち
の
縁
側
」

は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
始
め

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
き
っ
か
け
は
2
0
0
0
年

の
鳥
取
西
部
地
震
で
し
た
。

そ
の
経
験
か
ら
、「
ご
近
所

力
」
の
大
切
さ
を
強
く
実
感

し
ま
し
た
。

　
都
市
部
は
便
利
で
何
で
も

揃
っ
て
い
る
よ
う
で
も
、
い

ざ
と
い
う
時
に
助
け
て
く
れ

る
人
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
。

栗
栖
真
理
さ
ん
・
柳
川
智
己
さ
ん
・
渡
部
美
和
さ
ん

浜
田
の
ま
ち
の
縁
側

Vol.20

く
り

す

り

ま

や
な

が
わ

み

さ
と

わ
た
な
べ

わ

み

浜
田
市
で
の
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
地
域
の

居
場
所
づ
く
り
を
始
め
、

2
0
0
4
年
に
「
浜
田
の
ま

ち
の
縁
側
」
を
開
設
し
ま
し

た
。│

現
在
の
主
な
活
動
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
は
、
毎
週
水
曜
日

（
15
時
〜
18
時
）
と
土
曜
日

（
13
時
〜
17
時
）
に
子
ど
も

の
居
場
所
を
開
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
集

い
、
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る

場
所
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
20
年
以
上
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
石
見
小
学
校
と
三

階
小
学
校
で
は
月
2
回
程
度

「
放
課
後
あ
そ
び
隊
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
自
由
に
遊
び
、
自
分
た

ち
で
遊
び
を
考
え
、
仲
間
と

関
わ
る
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
地
域
の
大
人
が
見

守
っ
て
い
ま
す
。 

│
現
在
は

ど
の
よ
う
な

方
々
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　
現
在
は
三
階
小
学
校
区
の

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
、
石

見
小
学
校
区
、
松
原
小
学
校

区
な
ど
か
ら
も
利
用
が
あ
り

ま
す
。

　
20
年
間
で
利
用
者
の
様
子

も
変
わ
り
ま
し
た
。
以
前
は

低
学
年
の
女
の
子
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
は
中
学
年
の
男
の
子
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
8
割
以
上
が
男
子
と
い
う

日
も
あ
り
、
友
達
同
士
で
誘

い
合
っ
て
来
る
姿
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

　
縁
側
で
は
、
宿
題
を
し
た

り
、本
を
読
ん
だ
り
、お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
、
外
で
遊
ん

だ
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い

思
い
の
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
自
身
が

「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た

い
」
と
企
画
す
る
こ
と
も
あ

り
、
地
域
の
大
人
は
そ
れ
を

見
守
り
、
応
援
し
て
い
ま
す
。
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│
子
ど
も
た
ち
は
「
浜
田

の
ま
ち
の
縁
側
」
を
ど
の
よ

う
な
場
所
と
し
て
利
用
し
て

い
ま
す
か
。

　

子
ど
も
た
ち
は
自
由
に
過

ご
せ
る
場
所
と
し
て
利
用
し

て
い
ま
す
。

　

た
だ
、「
自
由
」
で
あ
る

こ
と
と
、「
何
を
し
て
も
よ

い
」
と
い
う
こ
と
は
違
い
ま

す
。大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

自
分
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
に

い
る
み
ん
な
一
人
ひ
と
り
に

も
自
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

自
由
が
ぶ
つ
か
り
合
う
時

に
は
、子
ど
も
自
身
が
考
え
、

友
達
と
対
話
し
、
遊
び
や

│
活
動
の
中
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
声
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

　

子
ど
も
の
声
は
、
言
葉
だ

け
で
な
く
、
表
情
や
態
度
、

あ
そ
び
の
中
に
も
表
れ
ま
す
。

そ
の
す
べ
て
を
子
ど
も
の
声

と
し
て
受
け
止
め
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

│
子
ど
も
が
意
見
を
言
い

や
す
く
な
る
た
め
に
は
何
が

必
要
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
大
人
が
子
ど
も
の

話
を
き
ち
ん
と
聞
く
姿
勢
を

持
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
が
安
心
し
て
気
持
ち

│
浜
田
市
で
は
今
年
度
よ

り
こ
ど
も
の
権
利
条
例
の
策

定
に
着
手
し
ま
し
た
。
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す

か
。

　

2
0
2
1
年
に
「
は
ま
だ

一
日
議
会
」
で
、
こ
ど
も
の

権
利
条
例
に
つ
い
て
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
以
来
、
多

く
の
市
議
さ
ん
が
子
ど
も
の

権
利
や
条
例
の
あ
る
先
進
自

お話を聞いた方

こ
ど
も
の
権
利
条
例
へ
の
思
い

子
ど
も
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら

積
み
上
げ
る

や
意
見
を
言
え
る
た
め
に
は
、

聴
く
人
の
態
度
や
関
係
、
環

境
も
と
て
も
大
切
で
す
。
子

ど
も
は
、「
す
ぐ
決
め
つ
け

ら
れ
る
」「
ど
う
せ
聞
い
て

も
ら
え
な
い
」
と
い
っ
た
空

気
に
と
て
も
敏
感
で
す
。
差

別
し
な
い
、
偏
見
を
持
た
な

い
、
否
定
し
な
い
で
聴
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

「
聴
い
て
も
ら
え
る
」こ
と
が
、

「
自
分
は
大
切
に
さ
れ
て
い

る
」
と
感
じ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
、
子
ど
も
自
身
の
力
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

治
体
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を

持
た
れ
、
条
例
づ
く
り
を
後

押
し
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
の

権
利
条
例
は
、
子
ど
も
の
権

利
を
地
域
み
ん
な
で
守
る
こ

と
を
大
人
た
ち
が
子
ど
も
た

ち
に
約
束
す
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
声
を
聴
い
て
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
つ
く
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に

だ
れ
も
が
安
心
し
て
自
由
に

過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り

～
子
ど
も
の
権
利
を
基
盤
と
し
て
～

↗子どもの権利についての啓発活動に使われる
　パペットと共に

ま
ち
の
縁
側
も
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

│
条
例
が
で
き
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
ず
は
、
３
年
の
策
定
過

程
で
よ
り
多
く
の
子
ど
も
と

大
人
が
「
子
ど
も
の
権
利
」

に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
す
。

条
例
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
自
分
ら
し
く
幸
せ
に

生
き
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
子

ど
も
の
権
利
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
道
し
る
べ
に
な
り

ま
す
。
理
念
条
例
で
終
わ

る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
施

策
や
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、
実
行
性
の
あ
る
取

り
組
み
が
定
着
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
評
価
検
証
の
し
く
み

も
必
要
で
す
。

│「
浜
田
の
ま
ち
の
縁

側
」
が
目
指
す
今
後
の
姿

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
集
ま
り
、

自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
居

場
所
で
あ
り
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
子
ど
も
の
権

利
」
を
大
切
に
す
る
考
え

方
が
地
域
全
体
に
広
が
り
、

子
ど
も
の
声
を
大
切
に
す
る

浜
田
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
地
域
に
根
差
し
た
居

場
所
づ
く
り
と
遊
び
の
環
境

づ
く
り
を
、
こ
れ
か
ら
も
一

歩
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

日
々
の
関
わ
り
を
通
し
て
お

互
い
を
受
け
止
め
合
え
る
よ

う
な
環
境
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。 

│
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
場
所
に
共
通
す
る

条
件
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

来
所
す
る
子
ど
も
た
ち
の

命
の
安
全
が
守
ら
れ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
安
心
し
て
自

分
の
思
い
や
意
見
を
聴
い
て

も
ら
え
、誰
も
差
別
さ
れ
ず
、

公
平
・
公
正
で
あ
る
こ
と
、

子
ど
も
が
あ
り
の
ま
ま
の
自

分
で
い
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
子
ど
も
の

権
利
条
約
の
一
般
原
則
に
も

通
じ
る
考
え
方
で
す
。 

浜
田
市
で
の
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
地
域
の

居
場
所
づ
く
り
を
始
め
、

2
0
0
4
年
に
「
浜
田
の
ま

ち
の
縁
側
」
を
開
設
し
ま
し

た
。│

現
在
の
主
な
活
動
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
は
、
毎
週
水
曜
日

（
15
時
〜
18
時
）
と
土
曜
日

（
13
時
〜
17
時
）
に
子
ど
も

の
居
場
所
を
開
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
集

い
、
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る

場
所
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
20
年
以
上
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
石
見
小
学
校
と
三

階
小
学
校
で
は
月
2
回
程
度

「
放
課
後
あ
そ
び
隊
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
自
由
に
遊
び
、
自
分
た

ち
で
遊
び
を
考
え
、
仲
間
と

関
わ
る
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
地
域
の
大
人
が
見

守
っ
て
い
ま
す
。 

│
現
在
は

ど
の
よ
う
な

方
々
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　

現
在
は
三
階
小
学
校
区
の

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
、
石

見
小
学
校
区
、
松
原
小
学
校

区
な
ど
か
ら
も
利
用
が
あ
り

ま
す
。

　

20
年
間
で
利
用
者
の
様
子

も
変
わ
り
ま
し
た
。
以
前
は

低
学
年
の
女
の
子
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
は
中
学
年
の
男
の
子
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
8
割
以
上
が
男
子
と
い
う

日
も
あ
り
、
友
達
同
士
で
誘

い
合
っ
て
来
る
姿
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

栗
栖
真
理
さ
ん

く
り
す

ま

り

渡
部
美
和
さ
ん

わ
た
な
べ

み

わ

柳
川
智
己
さ
ん

や
な
が
わ
さ
と
み

2004年開設。放課後の子どもの居場所として、
また石見小学校、三階小学校で放課後あそび隊
としてあそびの場での見守り活動も行っている。
子どもの権利を大切にしながらの居場所づくり
を実践している。

◎浜田のまちの縁側

　

縁
側
で
は
、
宿
題
を
し
た

り
、本
を
読
ん
だ
り
、お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
、
外
で
遊
ん

だ
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い

思
い
の
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
自
身
が

「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た

い
」
と
企
画
す
る
こ
と
も
あ

り
、
地
域
の
大
人
は
そ
れ
を

見
守
り
、
応
援
し
て
い
ま
す
。

2026年9月号
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レポート
文教厚生委員会

　産業建設委員会では、6月２日から３日にかけ長崎県松浦
市に訪問し、「アジフライの聖地」による地域ブランド化や高度
衛生管理型魚市場、くるまえび養殖、加工販売事業について
調査しました。 特に松浦市の地域づくり(地域創造)の原点で
ある、「ないものねだり」ではなく「あるものさがし」のコンセプ
トのもと、松浦市職員の自由でユーモア溢れる発想とたゆま
ぬ努力でアジフライの聖地化に成功した先進事例を学ぶこと
ができました。当市においても、「ないものねだり」ではなく、
もっと浜田市の自慢できる部分を探し、目を向けていくことも
重要だと感じました。

　課題である「こどもの権利の推進」について、
条例制定に向けたスケジュールや行政視察、
今後の調査の進め方を協議しました。 また、
地域包括支援センターの運営、日常生活自立
支援事業、保育所に係る公費負担、婚姻・出生
数の推移など、市民生活に直結する課題につい
て幅広く調査を行いました。 さらに、各委員が
地域井戸端会に参加し、子どもや高齢者の暮ら
しに関する意見や要望を直接伺いました。 
寄せられた市民の声を委員会内で共有し、
現場の実情を踏まえながら、より実効性のあ
る所管事務調査や政策提言に具体的につなげ
ていきます。

産 業 建 設 委 員 会

　こどもの権利と
市民生活の課題を調査

総 務 委 員 会

　総務委員会では、「浜田市における防災力強化」を
取組課題とし、市内6地区の自主防災組織を訪問して
ヒアリングを実施しました。
　各地区では、避難訓練や防災教育、要支援者の
見守り、防災資機材の整備など、それぞれの地域特性
に応じた取組が行われていました。 一方で、高齢化や
担い手不足により活動の継続が難しくなっていること
や、マイ・タイムラインの作成が十分に進んでいないこ
となど、共通する課題も明らかになりました。
　また、継続的に活動している地域では、自治会
や消防団、学校などと日頃から連携し、防災を地域
づくりの一環として取り組んでいることが共通してい
ました。
　委員会では、今回のヒアリング結果を分析し、地域
ごとの優れた取組を共有しながら、継続して活動でき
る自主防災組織のあり方について調査・検討を進め、
市への実効性ある提言につなげてまいります。

　地域の実情から見えた
防災力強化への課題

　「アジフライの聖地」松浦市への行政視察
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　現在当特別委員会が最重点で取り組む課題とし
て、ハラスメント防止による安心して業務に専念で
きる職場環境づくりがあります。 そして、その具体
的な実施目標としてハラスメント防止条例の制定
を目指し委員会で議論を重ねています。 特に条例
制定のための判断材料として「市職員対象ハラス
メント実態調査アンケート」を全職員の協力を得な
がら行うための準備に取り組んでいます。 アンケー
トに協力いただいた職員の匿名性は完全に保護い

安心できる職場環境を目指して

議員定数等議会活性化特別委員会

議会広報広聴委員会
　 膝を突き合わせて市民と対話
　5月8日～28日の間の28か所の各まちづくりセンター
などで行われた地域井戸端会に195名の参加をいただ
き有難うございました。 貴重な意見や要望は全議員で
共有し、今月号のはまだ議会だよりの10ページや市議
会ホームページに回答を掲載しています。
　6月9日には、浜田高校で開催された課題解決型探究
学習「HIRAKU」に、議会広報広聴委員会から３名が参
加しました。 浜田市議会のブースで高校生11名と対話
し、市議会の役割や活動内容を紹介するとともに、若者
に市政や議会への関心を持ってもらう方法について意
見交換を行いました。 対話を通じて、市議会や市政は高
校生にとってまだ遠い存在であることを実感する一
方、直接話すことで理解や関心が深まることも感じまし
た。 今後もこうした機会を通じて主権者教育を推進
してまいります。

議会運営委員会

　議会運営委員会では、提出議案等の
確認や委員会への付託先の決定をはじ
め、議会運営に関わるさまざまな事項を
協議しています。 また、議会基本条例で
は、一般選挙後の新たな任期開始後に、
条例の目的が達成されているかどうかを
議会運営委員会で検証することとされて
います。 このため、①政策討論会、②重要
案件の意見交換会、③議員間討議、
④障がいの有無にかかわらず市民が
傍聴しやすい環境、⑤公聴会・参考人制
度の活用などについて協議・検討を行って
います。 さらに、毎回の定例会議終了後
には、定例会議全体を振り返り、課題や
改善策を協議し、必要に応じて議会申し
合わせ事項を見直すなど、円滑でより
良い議会運営に努めています。

　円滑な議会運営を支え
市民に開かれた
議会を目指す

たします。
　また議会基本条例の運用に関して、市民の皆様
から出され議会が採択した「請願・陳情」の取扱いに
ついて議論しています。 採択した請願・陳情につい
ては、文書で議会から市長へ報告し、その返答を
常任委員会で進捗管理・公表をするという流れを
検討しています。
　そして市民の関心事「定数問題」に関しては間も
なく本格的な議論を行ってまいります。



議
　

長
　

澁
谷 

幹
雄

　岡山県美作市で開催された、第136回「美作浜田会慰霊祭」に参列いたしました。
　幕末の「石州口の戦い」において、18代浜田藩主・松平武聰公は城を自焼して退去し、飛地
であった美作の田鶴へ逃れ、そこで藩を設立しました。会津藩が徹底抗戦した一方での自焼
退城には当時の世間の風当たりも強く、藩士やその家族は大変悲惨な境遇を余儀なくされた
ようです。
　こうした先人の苦難の歴史を前に、美作の子孫の皆さんは136年もの長きにわたり毎年
慰霊祭を続け、慰霊碑周辺の草刈りを行って「祖先の無念の想いを引き継いでいる」とお話し
してくださいました。「土地がなく農業ができなかったため、子孫は教員や警察官になって
岡山北部の教育を支えた」「望郷の念が忘れがたく、墓石はすべて浜田の方向を向いている」
という言葉に、深く胸を打たれました。
　司馬遼太郎氏の名品『王城の護衛者』では会津藩
主・松平容保公が描かれていますが、今回の訪問は、
私にとっても浜田藩や浜田藩士に対するこれま
での認識が大きく変わる一日となりました。
先人がつないできた歴史と絆を、これから
も大切に守り伝えてまいります。

浜
田
藩
士
の

「
無
念
の
想
い
」

を
引
き
継
ぐ
美
し
さ

　浜田市世界こども美術館で開催中の「さわっ手たのしむタッチミュージアムⅡ～森と海～」
にあわせて、市内小学校の児童が共同で制作したコラージュ作品です。
　浜田の海の中の世界に思いを馳せて表現しました。作品は展覧会の会期中（9/27まで）館内
にて展示中です。その他にも多数作品がございます。子ども達の力作をぜひご覧ください。

　8月1日発行の47号はご覧いただけましたで
しょうか。miniはホームページにウェブ版として
掲載していますので、ぜひご覧ください。

（次号は10月１日に発行予定）

＊
あ
と
が
き
＊

表紙作品
紹介

mini

mini も見てね！

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

大
谷
　
　
学

岡
山
　
令
子

西
田
　
一
平

今
田
　
実
延

遠
藤
　
祐
之

花
田
　
　
香

戸
津
川
美
二

沖
田
　
真
治

笹
田
　
　
卓

岡
本
　
正
友

編 集 委 員

◎この議会だよりは１部あたり38.98円（税込）でできています。

※変更になる場合があります。

❖9月定例会議の予定

 ▼ 開　会
9月1日（火）
▼  一般質問
9月2日（水）～9月7日（月）

ぜひ傍聴に
お越しください

次回（Vol.83）は11月１日発行予定

レポート議 長

発行｜浜田市議会　編集｜議会広報広聴委員会　〒697-8501　島根県浜田市殿町１番地　TEL（0855）25-9800  FAX（0855）22-6765

だより
はまだ議会

　
今
回
、
初
め
て
あ
と
が
き
を

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
会
で
の
議
論
や
活
動
を
限

ら
れ
た
紙
面
で
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
す
る
こ
と
の
難
し
さ
と

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
議
会

は
少
し
遠
い
存
在
に
感
じ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
本
紙

を
通
じ
て
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
新
し
い
議
員
と
し
て
学
ぶ
こ

と
の
多
い
毎
日
で
す
が
、
市
民

の
皆
様
の
声
を
市
政
へ
届
け
る

と
と
も
に
、
議
会
の
情
報
を
分

か
り
や
す
く
発
信
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
記
　
西
田 

一
平
）

みまさか

た づた

たけあきら

かたもり


